興天寺にて[footnoteRef:1] [1:  『京城日報』1940年3月17日] 


香山光郎
しばらく小生は東小門 (もん)外 (ぐわい)の古寺で養 (よう)生してゐます。

[bookmark: _GoBack]　　　　　寂照庵にて
　　古寺や位牌ならび僧一人

位牌が五十ばかりありました。命 (めい)日が五十でそこから金が入つて行者一人が萬日□をやつてゐるのださうです。ありがたいことぢゃありませぬか。

　　木鐸の音 (おと)に更けゆく夜 (よ)寒 (さむ)かな
　　煩 (ぼん)悩 (のう)を滅 (めつ)し盡 (つく)して夜 (よ)寒 (さむ)かな

昨夜 (や)とても冷えて寝 (ね)付かず、こんなことを考 (かんが)へました。



